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 日本語指導が必要な児童生徒が４万人を超え

た。多様な背景やニーズがある特別な配慮を必要

とする児童生徒を対象とした日本語能力の測定方

法やJSLカリキュラム開発等が行われているが課

題は多い。 

 本研究の目的は、日本語の習得や学習に困難の

ある児童生徒を担当する教員向けの自動対話ロ

ボット（AIチャットボット）とガイドブックを組

み合わせた教員支援システムを開発することであ

る。具体的には、一人ひとり異なる日本語習得の

状況や社会性、不器用さ、認知面、不注意・衝動

性などの実態に関して、日本語教育や特別支援教

育の観点から、AIチャットボットが導き出した関

連情報等をガイドブックから示すことで、超ス

マート社会の教員等支援システムを開発する。  

研究種目 ：  基盤研究(C)   

研究期間 ：  2020年度～2022年度 

研究分野 ：  教育工学関連     
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